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第１章 総則 

 

第１  計画の目的                            

この計画の目的は、南海トラフ巨大地震による最大クラスの津波（発生頻度は極

めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす津波）が発生した場合に、その

発生直後から、津波が収束するまでの概ね数時間から数十時間の間、住民の生命、

身体の安全を確保するための避難計画である。 

 

第２  計画の修正                           

この計画は、津波浸水想定区域の変化、津波避難先、避難経路等の環境変化

等、必要があると認められるときは、これを修正する。 

 

第３  用語の意味                           

 この計画において、使用する用語の意味は次のとおりである。 

（１）津波浸水想定区域 

最大クラスの津波が悪条件下を前提に発生したときの浸水の区域をいう。 

（２）避難対象地域 

津波が発生した場合に避難が必要な地域で、津波浸水想定区域に基づき

市が指定する。 

（３）避難困難地域 

津波の到達時間までに、避難対象地域の外（避難の必要がない安全な地

域）に避難することが困難な地域をいう。 

（４）一時避難可能地域 

津波の到達時間までに、避難対象地域内の津波避難ビル（津波避難タワー

を含む）に避難することが可能な地域をいう。 

（５）特定避難困難地域 

津波の到達時間までに、避難対象地域外、または避難対象地域内の津波

避難ビル（津波避難タワーを含む）に避難することが困難な地域をいう。避難

困難地域から一時避難可能地域を除いた地域が該当する。 

（６）避難路 

避難する場合の道路で、市が指定に努める。 

（７）避難経路 

避難する場合の経路で、自主防災組織、住民等が設定する。 
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（８）避難経路等 

避難路及び避難経路を総称して、「避難経路等」と表す。 

（９）緊急避難場所 

津波の危険から緊急に避難するための高台や施設などをいう。原則として避

難対象地域の外に定める。市が指定に努める。 

（10）津波避難ビル 

避難困難地域の避難者や逃げ遅れた避難者が緊急に避難する建物。避難

対象地域内の建物で、市が指定するものをいう。 

（11）避難目標地点 

津波の危険から避難するために避難対象地域の外に定める場所（地点）で、

生命の安全確保を目的とした避難の目標地点をいう。 

（12）避難先 

緊急避難場所、津波避難ビル、避難目標地点を総称して「避難先」と表す。 

（13）基準水位 

津波浸水想定に定める水深にかかる水位に建築物等に衝突する津波の水

位上昇を考慮して必要と認められる値を加えて定める水位をいう。 

 



第２章 津波避難対策の検討 

 3

第２章 津波避難対策の検討 

 

第１  津波浸水想定区域の設定                       

平成 24 年 10 月 31 日に徳島県が公表した「徳島県津波浸水想定」における津波

浸水想定区域を、本市の「津波浸水想定区域」と設定する。 

なお、この浸水想定は、発生頻度は極めて低いものの、あらゆる可能性を考慮し

た最大クラスの地震・津波が対象とされている。 

 

 

図２-１ 津波浸水想定区域 

（詳しくは、徳島県ホームページ「徳島県津波浸水想定の公表について」を参照） 

 

凡 例 

浸水深（ｍ） 
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第２  避難対象地域の指定                         

避難対象地域は、津波が発生した場合に被害が予想されるため、避難が必要な

地域であり、避難勧告や避難指示を発令する際に避難の対象となる地域である。 

本市では、県が指定する津波災害警戒区域（通称「イエローゾーン」）を、津波時

の避難対象地域と設定する。表２-１に避難対象地域一覧を、図２-２に避難対象地

域位置図を示す。 

 

表２-１ (1/11) 避難対象地域 一覧(那賀川地区) 

町 字 町 字 町 字

那賀川町 赤池 那賀川町 上福井堂免 那賀川町 手島はり

今津浦網干 上福井西ノ口 中島

今津浦有田津 上福井橋本 西原

今津浦落合 上福井藤島 原

今津浦喜来 上福井南川渕 日向

今津浦白石 上福井元畭 古津

今津浦諏訪面 苅屋 芳崎

今津浦東野神 北中島 三栗

今津浦松久保 黒地 みどり台

今津浦宮面 小延 八幡池田

今津浦向新田 敷地 八幡石川原

今津浦免許 島尻 八幡石塚

今津浦養老 大京原 八幡大久保

色ケ島網干 工地 八幡川ノ上

色ケ島大久保 手島榎瀬 八幡高原

色ケ島塩ケ崎 手島三反地 八幡中塚

色ケ島野上 手島七條塚 八幡船付

色ケ島民養 手島下塚 八幡前川

色ケ島向原 手島辰ケ池 八幡柳ノ本

江野島 手島長宝地 豊香野

上福井下ノ川 手島中塚

上福井高福井 手島中湯

※地名は50音順  
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表２-１ (2/11) 避難対象地域 一覧(羽ノ浦地区) 

町 字 町 字 町 字

羽ノ浦町 春日野 羽ノ浦町 中庄とい添 羽ノ浦町 宮倉太田

中庄池ノ上 中庄なかあい 宮倉芝生

中庄壱本木 中庄中分 宮倉背戸田

中庄大久保 中庄花ノ池 宮倉高田

中庄大知渕 中庄原ノ内 宮倉ながれ

中庄神木 中庄平安寺後 宮倉橋ノ本

中庄川ノ上 中庄平安寺前 宮倉はたへ

中庄川ノ東 中庄ミタテフ 宮倉原ノ内

中庄黒松 中庄宮ノ前 宮倉日開元

中庄鴻ノ袖 中庄やたけ 宮倉本村居内

中庄小平畭 西春日野 宮倉前田

中庄下久保 古庄下向 宮倉南浦

中庄新ノ池 古庄中相 宮倉山崎

中庄千田池 宮倉鵜ノ首

中庄段上 宮倉恵田

※地名は50音順  
 

表２-１ (3/11) 避難対象地域 一覧(中野島地区) 

町 字 町 字 町 字

柳島町 蛭子裏 柳島町 宮ノ前 横見町 豊田

蛭子前 六反地 中川原

蛭子面 横見町 蛭子面 長岡

北別当 上木戸 長岡後

権ノ神 上畭 長岡東

霜ケ谷 願能地西 畑中上

高川原 願能地東 畑中下

高川原須崎 北裏 畑中前

中川原 五反地 浜田

弁財天西 下木戸 前田

北条 下畭 前長岡

南高川原 高川原 上中町 中原

宮ノ北 登先

※地名は50音順  
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表２-１ (4/11) 避難対象地域 一覧(宝田・長生地区) 

町 字 町 字 町 字

宝田町 井関 長生町 うその口 長生町 寺ノ前

市場 大久保 長丁

今市川の上 おわた 東地

今市久世ケ瀬 門田 戸崎

今市山の北 川ハタ 宮ノ本

川原 岸下 舟付

郡 口ノ岩戸 油免

出口 こんそく 平久保

中友 塩免

長生町 赤坂 寿嘉

石合ノ下 諏訪ノ端

※地名は50音順  
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表２-１ (5/11) 避難対象地域 一覧(富岡地区) 

町 字 町 字 町 字

学原町 居内 富岡町 木松 七見町 深江
壱丁地 車ノ口 松木
内畑 寿通 松木ノ下
烏帽子池 小山 南高田
大深田 今福寺 向田
上カヤ野 庄境 元畭
上水田 滝の下 安井畭
三度川原 玉塚 中浜田
下カヤ野 第住町 惣屋
下水田 佃町 原ケ崎町 居屋敷
高池 トノ町 堤内
中西 中川原 堀川床
深田 南向 本原ケ崎
前田 西池田 畭町 亀崎
松ノ久 西池田口 三田
山本 西石塚 新はり

黒津地町 戎野 西新町 日開野町 居内
新弥開 西仲町 王子山
末広 東池田 北浦
中地 東池田口 九反ケ坪
中じた 東新町 島原
山下 東仲町 竹ノハナ

西路見町 内作り 豊益町 大手 立石
姥 古開 谷田
江川 よし田 筒路
川 七見町 青木 中居内
五反地 大畑 西居内
重持 上川田 南居内
外畭 上浜田 宮原
堤外 久保 福村町 北筋
元村 小原 南筋

住吉町 大原 五反地 向原町 天羽畭
北久保 島崎 下ノ浜
須サキ 下川田 向原
問屋前 下浜田 領家町 高田
トサキ 庄九畭 高原
中筋 次郎右エ門池 土倉
西畭 高淵 天神原
東畭 筑前 天神前
宝田 塚ノ木 長田
南久保 トサキ 野神
宮ノ北 堂ノ本 走寄
元久保 中居内 浜田
横見境 中塚 火屋ケ原
六反地 七見瀬 船倉

辰己町 西居内 本荘ケ内
出来町 出来町 念仏免 万石
富岡町 あ石 野々ケ門 室ノ内

あ王谷 半五分 横枕
内町 馬場ノ鼻
北通 東居内

※地名は50音順  
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表２-１ (6/11) 避難対象地域 一覧(見能林地区) 

町 字 町 字 町 字

大潟町 津乃峰町 西分 見能林町 北勘高

才見町 荒井ケ内 東分 北野

牛屋崎 中林町 青イハリ 北南林

落雷前 大切 九反ケ坪

石花田 大久保 小山ノ北

上才見 大浜 境

上水門 カウシ山 貞成

亀ノ内 上川 塩崎

木戸張 蟹田 塩屋

古りき 北 清水山ノ東

三本松 古浜 下かうや

下水門 大明神 下志んじやく

高池 堤ノ内 志んじやく

田中 戸留 新ばり

戸留 飛入 高道

中水門 中塚 滝ノ下

弐反地 長尾 大作半

野神ノ本 西ノ前 築溜

浜田 畠田 築溜枕

浜塚 八反地 堤ノ内

浜戸 浜戸 寺ノ前

髭作り 林崎 どぶ石

平野 原 中かうや

藤池 東 中村

細田 平山 長池ノ北

前開キ 前地 西石仏

三瀬待田 松ノ内 西内

山地 南林 西添

米島 山ノ下 念仏免

米島裏 横手 花谷

石橋 吉ケ内 浜浦

落雷裏 吉原 林崎

鴨田 鎧石 東石仏

中之坪 鎧崎 東浦

田ノ内 蛭子浜 東野

野中 サンライズヒル 平石

旭越山 見能林町 青木 ふちう

藤田前 岩崎 南勘高

屋那婆 大坪 南浜田

光の大地 沖ノ須賀 南林

津乃峰町 戎山 柏野 宮田

新浜 上かうや 宮ノ内

中分 かやの 六々

長浜 勘高原 渡り瀬

※地名は50音順  
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表２-１ (7/11) 避難対象地域 一覧(橘地区) 

町 字 町 字 町 字

橘町 青木 橘町 幸田 橘町 中尾

家の前 幸野 長島

壱升ケ森 小勝 鍋浦

鵜渡島 塩田 西浦

江ノ浦 汐谷 西浦山

大浦 汐谷山 西浜

大坪 関地 袴傍示

北新田 高島 日開谷

鵠 豊浜 東中浜

久保 土井崎 南新田

荒神ノ上 中浦 六反地

※地名は50音順  
 

表２-１ (8/11) 避難対象地域 一覧(福井地区) 

町 字 町 字 町 字

福井町 赤崎 福井町 高田 福井町 浜田

色面 小谷 平田

内歩 小袴 舟端

大谷 古毛 古津

大戸 実用 湊

大西 棚田 宮宅

大原 出見 森

大宮 土井ケ崎 山下

寒谷 中内 吉谷

北棚田 長野

北田 袴

※地名は50音順  
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表２-１ (9/11) 避難対象地域 一覧(椿地区) 

町 字 町 字 町 字

椿町 大江 椿町 小曲り 椿町 那波江

大瀬井 五郎丸 野々島

大曲り 庄田 浜

大深原 尻杭 平松西側

上地 地蔵ケ谷 平松東側

蒲生田 須屋西側 船瀬

加茂前 須屋東側 舞子

楠ケ浦 瀬井 宮ケ谷

楠木 高岸 横尾

黒田 高瀬 南楠ケ浦

香 谷 須屋奥

小杭 田ノ浦

小島 谷ノ浦

※地名は50音順  

 

表２-１ (10/11) 避難対象地域 一覧(椿泊地区) 

町 字 町 字 町 字

椿泊町 小吹川原 椿泊町 出島 椿泊町 東

寺谷 糠塚

※地名は50音順  

 

表２-１ (11/11) 避難対象地域 一覧(伊島地区) 

町 字 町 字 町 字

伊島町 伊吹 伊島町 棚子 伊島町 八町坂

瀬戸 野尾辺

※地名は50音順  
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図２-２（1/12） 避難対象地域（那賀川地区） 

 

 

図２-２（2/12） 避難対象地域（羽ノ浦地区） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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図２-２（3/12） 避難対象地域（中野島地区） 

 

 

図２-２（4/12） 避難対象地域（宝田・長生地区） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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図２-２（5/12） 避難対象地域（富岡地区） 

 

 

図２-２（6/12） 避難対象地域（見能林地区） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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図２-２（7/12） 避難対象地域（橘地区） 

 

 

図２-２（8/12） 避難対象地域（福井地区） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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図２-２（9/12） 避難対象地域（椿地区） 

 

 

図２-２（10/12） 避難対象地域（椿泊地区） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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図２-２（11/12） 避難対象地域（伊島地区） 

 

 

図２-２（12/12） 避難対象地域（阿南市全体） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 

凡 例 

■ 避難対象地域 

（津波災害警戒区域） 
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第３  緊急避難場所の設定                         

緊急避難場所は、津波の危険から回避することを目的とし、原則として津波避難

対象地域（津波災害警戒区域）の外に設定する。 

緊急避難場所の選定にあたっては、周辺の基準水位に相当する高さ（T.P.基準

の高さ）以上の高さに、避難上有効なスペースを有し、かつ当該場所までの坂路・

階段等の経路があることとした。 

緊急避難場所の収容可能人数の算定は、次式のとおり｡ 

 

【緊急避難場所の収容可能人数の算定式】 

高台の収容可能人数（人） = 避難可能面積(m2) ÷ ２m2/人 

施設の収容可能人数（人） = 避難可能面積(m2) ÷ １m2/人 

 

表２-２に地区毎の緊急避難場所を示す。なお、緊急避難場所の位置は、「阿南

市津波防災マップ（平成 26 年３月作成・配布）」を参照のこと。 

 

表２-２（1/11） 緊急避難場所一覧（那賀川地区） 

（T.P.+m）

ゆたか野地区防災公園 高台 5.60 600
市指定
整備中

西原跨線橋 高台 6.02 1,565

市営大京原団地１ 施設 5.67 30

市営大京原団地２ 施設 5.71 30

コート・ベール徳島ゴルフクラブ
駐車場

高台 7.27 5,111

国道５５号那賀川大橋 高台 12.97 6,303

備考
収容可能

人数
（人）

緊急避難場所 名称

市営大京原団地 全棟

具体的な場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高
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表２-２（2/11） 緊急避難場所一覧（羽ノ浦地区） 

（T.P.+m）

能路寺裏山霊園 高台 18.86 419

能路寺霊園周辺 高台 6.99 325

羽浦神社 高台 6.13 450

羽ノ浦ママの店駐車場 高台 4.39 753

校舎 施設 5.17 3,140

体育館 施設 5.17 963

部室棟 施設 5.17 336

羽ノ浦小学校 施設 5.30 2,670 市指定

ケアハウス健祥会アンダルシア 施設 4.86 449

羽ノ浦霊園 高台 5.19 25

コンフォーティアM駐車場 高台 10.70 141

南浦公園 高台 10.74 118

桃山台霊園 高台 28.19 372

羽ノ浦公民館春日野分館裏山 高台 12.35 170

西春日野団地東公園 高台 5.45 392

西春日野団地南公園裏高台
（テニスコート）

高台 8.47 419

西春日野団地南公園 高台 6.57 212

西春日野団地東公園裏山 高台 26.35 37

情報文化センター 施設 6.22 2,730 市指定

羽ノ浦公民館 施設 6.60 458 市指定

羽ノ浦中学校 施設 6.70 2,260 市指定

市指定

備考
収容可能

人数
（人）

富岡東高等学校 羽ノ浦校

避難可能
スペース高緊急避難場所 名称

具体的な
場所

避難先
タイプ

 

 

表２-２（3/11） 緊急避難場所一覧（中野島地区） 

（T.P.+m）

中野島総合センター 施設 5.60 687 市指定

備考緊急避難場所 名称 具体的な場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

 

 

表２-２（4/11） 緊急避難場所一覧（宝田地区） 

（T.P.+m）

阿南工業高等学校 体育館 施設 5.48 1,595 市指定

掛山神社 高台 17.33 119

井関集会所裏山 高台 10.51 264

たちばな学苑 施設 4.85 545

備考具体的な場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高緊急避難場所 名称

収容可能
人数
（人）
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表２-２（5/11） 緊急避難場所一覧（富岡地区） 

（T.P.+m）

桑野川防災ステーション 高台 7.45 1,459 市指定

校舎 施設 4.21 4,812

体育館 施設 4.59 1,144

とみおかの里 施設 4.73 684

湯あそびひろば 大和の郷 高台＋施設 14.94 1,650

文化会館 施設 7.71 1,195
市指定
スペース高は、エレベー
タB1F乗降口前の高さ

駐車場 高台 6.20 1,500 市指定

富岡公民館 施設 8.50 390 市指定

牛岐城趾公園高台 高台＋施設 14.36 344 市指定

阿南公園八幡神社周辺 高台 13.64 5,029

皇子神社 高台 11.58 21

王子山公園 高台 32.56 31

妙見神社 高台 9.07 207

黒津地八幡神社 高台 7.52 158

庚申庵 高台 6.80 70

鈴江氏宅横丘 高台 4.34 175

中西克幸氏宅西丘 高台 8.27 65

蛭子神社裏山
（三木組倉庫裏）

高台 6.23 75

須賀建次氏宅周辺 高台 5.75 206

富岡東部地区防災公園 高台 - 1,540 市指定、計画中

文化会館・駐車場

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

市指定

備考
避難先
タイプ

具体的な
場所

緊急避難場所 名称

富岡西高等学校
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表２-２（6/11） 緊急避難場所一覧（見能林地区） 

緊急避難場所 名称
具体的な

場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高
（T.P.+m）

収容可能
人数
（人）

備考

山崎喜代治氏所有墓地裏山 高台 5.59 69

東部自然公園散策路 高台 4.09 223 市指定

中山峯男氏宅裏山 高台 7.50 299

篠原賢治氏宅裏山 高台 13.48 13

森田技研工業（株） 高台＋施設 4.77 638

（株）岡部機械工業才見工場 高台＋施設 4.79 861

四国電力（株）辰巳線No.１２鉄塔の山 高台 24.76 76

落雷神社境内 高台 10.74 149

稲荷神社 高台 14.46 172

弐社神社 高台 16.58 24

天神 高台 11.51 5

カフェ・ラ・メール駐車場周辺 高台 17.70 326

サンライズヒル第２公園 高台 7.90 87

不動明王上部高台 高台 30.40 51

野神神社境内 高台 9.48 111

双葉会 施設 9.76 510

はぐくみの家東側山 高台 15.43 15

南林北自主防避難場所 高台 6.83 129

見能方八幡神社 高台 8.66 151

お山保育園周辺 高台 42.34 1,508

三谷集会所前ゲートボール場 高台 11.84 509

津峯スカイライン 高台 17.79 319

馬越 高台 7.51 108

東坂 高台 17.70 39

大潟メモリアルパーク上広場 高台 17.37 50

諏訪神社 高台＋施設 24.34 305

妙見神社上広場 高台 27.71 115

天理教 高台 9.22 651

矢剱神社 高台 17.24 111

四宮光輝氏宅裏山 高台 15.29 26

長浜東１組避難所 高台 20.85 113

四国電力（株）長浜アパート裏山（長浜東２） 高台 6.61 58

内古田氏旧宅裏山（長浜東３） 高台 18.42 82

藤枝弘文氏宅裏山 高台 9.03 547

湯ノ木谷（西１、２） 高台 23.22 55

八大神社 高台 19.04 271

日本電工（株）社宅跡地 高台 21.22 501

津乃峰登山口 高台 21.73 89

津乃峰台周辺 高台 8.98 537

地蔵寺 高台 23.48 356

津乃峰地区防災公園 高台 8.30 4,500 市指定、整備中

両皇神社周辺 高台 13.26 11

B&G財団阿南海洋センター裏山 高台 11.44 43

塩竈神社 高台 17.02 100

坂野氏宅裏山 高台 25.27 53

えびすの丘 高台 12.64 32

蛭子神社裏山 高台 12.44 41

美馬氏宅裏山 高台 21.56 108

福川氏宅裏山 高台 20.93 11

大山神社頂上部 高台 23.85 68

大山神社 高台 10.94 39

国道５５号バイパス 津乃峰新トンネル北鉄塔の山 高台 27.98 116

国道５５号バイパス 津乃峰新トンネル周辺 高台 14.15 60

古路神社周辺 高台 11.94 90

四国電力（株）阿南寮駐車場 高台 22.14 907  
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表２-２（7/11） 緊急避難場所一覧（橘地区） 

（T.P.+m）

小栗氏宅裏山鉄塔周辺 高台 13.43 287

橘団地裏山登り坂 高台 7.58 53

日本電工（株）社宅旧E棟周辺 高台 8.76 1,044

角元青果奥裏山 高台 14.49 230

ひろにしき奥裏山 高台 10.24 158

荒神の上広場 高台 12.38 111

光明寺 高台 15.38 80

御嶽神社 高台 45.08 37

四電ビジネス（株）たちばな寮
駐車場上広場

高台 18.58 113

橘地区防災公園北側高台 高台 26.92 25

橘地区防災公園 高台 10.30 1,840 市指定

江ノ浦旧１９５号線高台 高台 22.52 84

橘バイパスランプ 高台 17.33 1,350

江ノ浦広瀬氏方西旧国道 高台 10.87 464

橘配水池高台周辺 高台 44.97 329

阿南カントリークラブ駐車場 高台 107.75 3,504

橘観音いこいの広場 高台 129.96 547

大谷山公園 高台 104.35 332

橘小学校 高台＋施設 22.88 3,893 市指定

青木地区津波避難路
（若竹寮裏高台）

高台 9.14 10

中西叡氏奥竹林 高台 20.15 53

鵠地区津波避難路 高台 16.69 72

関地地区津波避難路
（山本正弘氏宅裏山林）

高台 8.88 25

青木宏氏宅前坂 高台 9.84 227

Waンダーランド 高台 46.83 8,366

緊急避難場所 名称
収容可能

人数
（人）

備考
具体的な

場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高
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表２-２（8/11） 緊急避難場所一覧（福井地区） 

（T.P.+m）

旧クリーンセンター 高台＋施設 19.99 1,760 市指定

ふるさと館 高台＋施設 19.44 725 市指定

湊地区墓地駐車場 高台 14.47 162

馬谷裏山 高台 12.35 12

湊地神社 高台 20.52 62

野村芳伸氏所有畑上高台 高台 9.10 63

和渕威寿氏宅裏山 高台 22.32 331

福井小学校 高台＋施設 14.47 4,515 市指定

福井保育所 高台＋施設 13.51 1,078 市指定

福井町総合センター 高台＋施設 15.08 1,619 市指定

守野進次氏宅裏山 高台 17.57 34

大原上団地市道 高台 12.50 289

大原共同墓地駐車場 高台 21.20 235

袴 高台 31.50 228

大宮八幡神社境内 高台 10.78 72

大宮八幡神社御旅 高台 9.54 310

宗蔵神社 高台 12.20 40

福井配水池 高台 25.24 200

岩田和雄氏宅東山高台 高台 17.90 235

内藤富士雄氏宅裏山 高台 31.04 8

井口氏旧宅跡地 高台 19.48 187

秋山氏旧宅跡地 高台 10.06 162

是松氏旧宅跡地 高台 13.71 56

福井コミュニティハウス 施設 8.93 55 市指定

影田氏宅周辺 高台 13.79 176

神野利明氏宅裏山 高台 24.80 91

旧庵 高台 16.69 48

小西萬喜男氏宅前周辺 高台 19.49 115

井口文伸氏宅庭 高台 17.38 98

実用集会所東側高台 高台 17.45 162

南部農園倉庫前 高台 12.74 65

多聞寺 高台 15.68 311

石炉竹紫氏宅庭 高台＋施設 23.20 96

長田晃氏宅庭 高台 16.40 495

黒木建利氏宅庭 高台 14.76 80

椿地集会所周辺 高台 14.83 38

後戸共同墓地 高台 14.68 10

北棚田高台 高台 15.98 349

栗本久雄氏宅裏竹林 高台 18.38 21

山崎氏宅前道路 高台 14.53 33

西條益生氏宅裏山 高台 19.64 15

西條博美氏所有山高台 高台 18.94 15

東一夫氏宅裏山 高台 20.16 46

谷内弘幸氏宅倉庫前 高台 12.72 132

本津勝司氏畑 高台 18.16 98

備考具体的な場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高緊急避難場所 名称

収容可能
人数
（人）
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表２-２（9/11） 緊急避難場所一覧（椿地区） 

（T.P.+m）

香地区集会所裏山 高台 16.46 23

つばき夢トンネル 高台 53.03 272

平尾利之氏宅裏畑 高台 12.56 91

平尾敏美氏宅裏畑 高台 14.42 44

武田博司氏宅裏山 高台 34.19 16

武田義弘氏宅裏山 高台 13.94 22

武田健治氏宅裏畑 高台 24.67 18

井村英男氏宅北側道路 高台 30.88 13

井村成志氏宅奥畑上段道路 高台 17.97 14

武田理恵子氏宅前畑 高台 18.60 22

井村雅則氏宅裏山 高台 12.99 12

井村博信氏宅裏山倉庫前 高台 22.85 12

武田保雄氏宅裏山 高台 29.22 15

YMCA阿南事務所前道路 高台 14.85 189

YMCA阿南８号棟前広場 高台 17.88 41

YMCA阿南Bサイト道 高台 11.26 97

武田吉彦氏宅裏山 高台 17.01 9

吉祥寺 高台 21.72 206

賀茂神社周辺 高台 16.13 462

つばき夢トンネル下ため池周辺 高台 14.44 119

高岸神社 高台 23.50 107

大仁一男氏宅裏山 高台 22.02 72

井村氏宅裏山 高台 15.07 19

井村豊子氏宅前広場 高台 17.64 104

中飯弘義氏宅奥坂路 高台 15.99 110

竹内水産加工場裏 高台 15.01 74

福井義高氏宅西山道 高台 11.87 67

八幡神社奥果樹園 高台 19.55 182

須屋西側道路高台 高台 12.91 73

米山昭氏宅庭 高台 18.06 52

蟻馬貞子氏宅奥畑 高台 15.04 83

馬詰幸弘氏宅裏山 高台 35.57 18

馬詰和代氏宅裏山 高台 20.83 62

馬詰登行氏宅庭 高台 17.43 141

平松公会堂周辺 高台 18.30 183

武田雅弘氏宅周辺 高台 25.10 226

神野春雄氏宅裏山 高台 24.17 12

小島正義氏宅南側山道 高台 10.20 39

岡本昇氏宅奥畑 高台 15.48 452

田村喬司氏宅駐車場 高台 14.00 81

かもだ岬温泉保養施設 高台＋施設 35.43 2,028 市指定

岡本雅博氏宅裏山 高台 24.17 27

蒲生田小学校 校舎 施設 8.35 699 市指定

岡本憲治氏宅裏山 高台 13.62 45

収容可能
人数
（人）

備考緊急避難場所 名称 具体的な場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高
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表２-２（10/11） 緊急避難場所一覧（椿泊地区） 

（T.P.+m）

民宿つばき荘奥道 高台 24.66 289

椿泊漁協前山 高台 13.71 6

小川氏宅向山 高台 11.55 17

藤田末次氏宅周辺 高台 17.92 68

平尾氏宅奥上段道路 高台 15.35 13

天理教跡地奥畑 高台 17.26 85

出崎地良氏宅裏山 高台 18.48 22

浜高氏宅周辺 高台 13.90 40

土佐野組前山 高台 17.12 40

秋葉神社 高台＋施設 27.53 71

華蔵寺 高台 12.72 122

道明寺裏山墓地 高台 15.69 10

佐田神社周辺 高台 17.92 205

福蔵寺 高台 14.50 63

椿泊小学校グラウンド 高台 21.82 1,154 市指定

由賀神社周辺 高台 10.74 13

備考緊急避難場所 名称
具体的な

場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

 

 

表２-２（11/11） 緊急避難場所一覧（伊島地区） 

（T.P.+m）

當所神社 高台 18.26 64

松林寺周辺 高台 8.58 119

伊島保育所裏山 高台 34.60 70

前島 高台 20.00 78

備考緊急避難場所 名称
具体的な

場所
避難先
タイプ

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）
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第４  避難困難地域の抽出                         

避難困難地域は、「津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（平成 25 年３月,

消防庁）（以下、「消防庁マニュアル」と呼ぶ）」に基づき抽出する。 

津波からの避難は、第一に津波が到達しない地域や高台（避難対象地域外）へ

避難することとされている。ここでは、避難対象地域の住民等は、時間的に最短とな

る最寄りの避難先（「避難目標地点」及びその先の「緊急避難場所」）を目指し避難

する。 

避難困難地域の抽出は、GIS（地理情報システム）による道路ネットワークを考慮

した避難シミュレーションにより、津波到達等の時間内に、避難対象地域外の「避難

目標地点」まで、避難できない地域を抽出する。避難者は「避難目標地点」を経由

した後、安全性が確保された避難スペースを有する「緊急避難場所」へ移動するも

のと考える。 

 

（１）避難先の設定 
下図に示すように「避難目標地点」を、避難対象地域から外へ通じる避難経路上

かつ避難対象地域のすぐ外側に設定する。 

また、避難目標地点まで到達できる地域や人口は、時間（距離）によって決定さ

れるものであり、避難目標地点の収容可能人数等は考慮しない。なお、避難困難地

域の抽出では、「津波避難ビル」は避難先には含めない（消防庁マニュアル準拠）。 

 

 

図２-３ 避難困難地域の抽出イメージ 
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（２）避難経路等の設定 
地図情報及び現地調査に基づき、避難シミュレーションに用いる避難経路等の

避難路網（ネットワークデータ）を設定した。 

また、避難経路等については、より精度の高い避難シミュレーションを行うために、

以下に示す種別で整理し、避難シミュレーションにおける避難速度の設定（表２-７ 

p.30 参照）に供した。 

 

・ 平地（幅員 2.25m 以上） 

・ 平地（幅員 2.25m 未満） 

・ 坂路・階段 

・ 橋梁（通行可・不可） 

 

 

（３）津波到達予想時間及び避難可能時間の設定 
津波到達予想時間は、「徳島県津波浸水想定」に基づく 30cm 浸水開始時間を

基に設定する。ただし、消防庁マニュアルでは、「津波到達予想時間は、原則海岸

部に到達する最短の時間を想定するものとする。」とされている。したがって、内陸

の地区（羽ノ浦地区、中野島地区、宝田地区）については、各地区に隣接する沿岸

地区の津波到達予想時間を採用することとした。表２-３に津波到達予想時間を示

す。 

津波到達予想時間を基に、避難可能時間を設定する。「市町村津波避難計画の

策定に関するガイドライン（平成 25 年 3 月，徳島県）（以下、「県ガイドライン」と呼

ぶ）」において、「避難可能距離は最長でも 500m 程度を目安とする」とされているこ

とから、避難可能時間は、最大９分（最長避難可能距離 540m）と設定する。表２-４

に避難可能時間を示す。 

津波の速度は、水深が深いほど速く、浅くなるに従って低下します。 

太平洋を伝播する津波の速さは、平均するとジェット機並みの速さです。水深

100ｍの海域では、時速 100km 程度の速さです。 

陸上に遡上した津波でも、秒速 10m 程度とオリンピックの短距離選手に相当する

速さです。 

津波の速度 
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表２-３ 津波到達予想時間 

地区 
30cm 浸水 

開始時間※ 

設定 

津波到達予想時間 
備考 

那賀川 30 分 30 分  

羽ノ浦 215 分 30 分 那賀川地区の値を設定 

中野島 34 分 24 分 富岡地区の値を設定 

宝田 35 分 24 分 富岡地区の値を設定 

富岡 24 分 24 分  

見能林 23 分 23 分  

橘 29 分 29 分  

福井 30 分 30 分  

椿 15 分 15 分  

椿泊 20 分 20 分  

伊島 12 分 12 分  

※：徳島県津波浸水想定図における 30cm 浸水開始時間（徳島県提供）をもとに、地区毎に津

波浸水が及ぶ最短時間を抽出した値。内陸地域の浸水開始時間は、地震に伴う変状や

地形･土地利用状況等に起因する誤差が大きく、これより早く浸水する場合があります。 

 

表２-４ 避難可能時間 

地区 
① 津波到達 

予想時間 

② 避難 

準備時間 
①－② 

避難可能

時間 
備考 

那賀川 30 分 25 分 9 分 上限設定※ 

羽ノ浦 30 分 25 分 9 分 上限設定※ 

中野島 24 分 19 分 9 分 上限設定※ 

宝田 24 分 19 分 9 分 上限設定※ 

富岡 24 分 19 分 9 分 上限設定※ 

見能林 23 分 18 分 9 分 上限設定※ 

橘 29 分 24 分 9 分 上限設定※ 

福井 30 分 25 分 9 分 上限設定※ 

椿 15 分 10 分 9 分 上限設定※ 

椿泊 20 分 15 分 9 分 上限設定※ 

伊島 12 分 

５分 

7 分 7 分  

 ※ 県ガイドラインにおいて「避難可能距離は最長でも 500m 程度を目安とします」とされている

ことから、避難可能時間の上限は、最長避難距離 540m（=1.0m/秒×60 秒×９分）となる時間

「９分」と設定した。 
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（４）避難人口の設定 
居住地のように夜間の方が人口が多い地域もあれば、工業地のように日中の方

が人口が多い地域もある。避難シミュレーションでは、日中の人口が多い地域で居

住人口を基本としてシミュレーションすると、避難者数を過小評価してしまう。 

そこで、避難人口の設定は、国交省指針に示される避難人口（分布）の考え方に

準じ、居住人口（夜間人口）を基本として、日中に人々が集まる主要な施設の人数

を上乗せした人口を設定した。 

 

 

「居住人口（夜間人口）」の設定 

① 「町字別 世帯・人口集計表（阿南市，平成 25 年 8 月 31 日現在）」の町字

別の人口を、ＧＩＳ上の字界地区内の建物数で除した、町字別の「建物あたり

人口（単位：人/棟）」を町字別に算出。 

 

② ＧＩＳデータ上の各建物データに、①で算出した「建物あたり人口」を付与。 
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「日中に人々が集まる施設」の上乗せ設定 

① 避難対象地域内の学校施設等、日中に人が集まる主要な施設と人数を整

理。 

 

表２-５ 日中に人が集まる主要な施設の概要 

施設種類 上乗せ人数 備考

小学校 9 校 児童・教職員数

中学校 5 校 生徒・教職員数

幼稚園 4 園 園児・教職員数

保育所(園) 14 施設 児童・職員数 私立は児童数のみ

高等学校 1 校 生徒・教員・職員数 定時制の人数は除く

高等専門学校 1 校 生徒・教職員数

主要企業 20 社 従業員・派遣社員数

合計 54 施設

施設数

 
 

② ①で整理した各施設について、ＧＩＳデータ上の建物（代表的な建物）に対

して人数を上乗せ付与。 

 

表２-６ 避難対象地域内の想定人口及び建物・施設 

①
居住人口

（人）
建物数

(棟)

②
上乗せ人数

(人)
施設数
(施設)

那賀川 10,421 6,041 1,477 6 11,898

羽ノ浦 3,922 1,155 216 1 4,138

中野島 1,824 880 206 3 2,030

宝田 96 33 0 0 96

富岡 9,510 4,624 6,432 15 15,942

見能林 10,153 4,889 3,077 15 13,230

橘 2,637 1,545 577 6 3,214

福井 1,019 473 61 1 1,080

椿 358 227 98 3 456

椿泊 557 411 20 1 577

伊島 173 139 36 3 209

合計 40,670 20,417 12,200 54 52,870

備考

避難対象地域
内想定人口

（避難対象者数）
①+②
（人）

地区

居住人口（夜間人口）
日中に人々が
集まる施設
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（５）避難シミュレーションの条件設定 
避難困難地域抽出のための避難シミュレーション条件について、表２-７及

び表２-８に示す。 

 

表２-７ 避難シミュレーション条件 

項目 設定内容 

収容可能人数

制限 

国交省指針に示される避難困難地域の抽出の流れに基づき、

緊急避難場所の収容可能人数による制限は設けず、避難可能

距離（時間）のみ考慮する。 

避難開始時間 地震発生後２～５分後に避難開始できるものと想定される※が、

最大の５分後を想定する。 

 ※ 消防庁マニュアルより 

避難速度 原則徒歩避難より、徒歩を想定した避難速度を設定。 

基本：1.0m/秒 

広い幅員(2.25m 以上)の平地 

坂・階段：0.45m/秒（平地の 55%低下※） 

※：建築基準法施行令の避難速度の低下率より 

狭い幅員(2.25m 未満)の平地：0.5m/秒 

避難可能距離 「避難可能距離は 500m 程度を目安とする※。」とされていること

を踏まえ、地域毎の避難可能時間が９分より長い場合は、避難

可能距離は避難可能時間内に移動可能な範囲にとどめる。 

 ※ 県ガイドラインより 
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表２-８ 避難経路等の条件 

想定被害 設定内容 

建物等の崩壊 幅員が狭い経路（幅員 2.25ｍ未満）の避難速度を 1/2 に低下 

(阿南市津波ハザードマップ作成業務報告書（平成 18 年３月）に準じる) 

幅員が広い経路（幅員 2.25ｍ以上）の避難速度低下なし 

橋梁被害 【国道橋梁】 

落橋防止対策が施されており、寸断する箇所は設定しない。

【県道橋梁】 

落橋防止対策が施されており、寸断する箇所は設定しない。

【市道の橋梁】 

市橋梁点検調査に基づき、以下の条件を全て満たす橋梁

（12 橋，図２-４参照）を「道路寸断」と設定 

・所在地： 業務対象とする沿岸地区 

・架設年： 昭和 55 年以前 又は 不明 

・径 間： ２径間以上 

・橋 長： 15m 以上 

液状化被害 ・橋梁被害は液状化被害を含んでいる 

・幅員の狭い経路（幅員 2.25ｍ未満）における避難速度の低下

の意に含む 

・幅員が広い経路（幅員 2.25ｍ以上）の避難速度低下なし 
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図２-４（1/3） 道路寸断と設定した橋梁 

 

 

図２-４（2/3） 道路寸断と設定した橋梁 
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図２-４（3/3） 道路寸断と設定した橋梁 

 

（６）避難困難地域の抽出 
避難対象地域を対象に、前述の避難シミュレーション条件に基づき、避難目標地

点及び緊急避難場所への避難が可能な「避難可能地域」及び、避難対象地域から

避難可能地域を除いた「避難困難地域」を抽出した。 

図２-５に避難困難地域を示す。 
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図２-５（1/11） 避難困難地域（那賀川地区） 

 

 

図２-５（2/11） 避難困難地域（羽ノ浦地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域
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図２-５（3/11） 避難困難地域（中野島地区） 

 

 

図２-５（4/11） 避難困難地域（宝田地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 
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図２-５（5/11） 避難困難地域（富岡地区） 

 

 

図２-５（6/11） 避難困難地域（見能林地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 
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図２-５（7/11） 避難困難地域（橘地区） 

 

 

図２-５（8/11） 避難困難地域（福井地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域
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図２-５（9/11） 避難困難地域（椿地区） 

 

 

図２-５（10/11） 避難困難地域（椿泊地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域 
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図２-５（11/11） 避難困難地域（伊島地区） 

 

表２-９に避難困難者数の推計結果を示す。 

 

表２-９ 避難困難者数の推計結果 

居住人口
（夜間人口）

日中に人が集
まる施設に上
乗せした人数

那賀川 11,898 10,421 1,477 10,456 87.9%

羽ノ浦 4,138 3,922 216 160 3.9%

中野島 2,030 1,824 206 1,516 74.7%

宝田 96 96 0 0 0.0%

富岡 15,942 9,510 6,432 10,929 68.6%

見能林 13,230 10,153 3,077 6,349 48.0%

橘 3,214 2,637 577 235 7.3%

福井 1,080 1,019 61 6 0.6%

椿 456 358 98 3 0.6%

椿泊 577 557 20 0 0.0%

伊島 209 173 36 0 0.0%

合計 52,870 40,670 12,200 29,654 56.1%

避難対象者数
（人）

避難困難者数
（人）

地区

※ 避難困難者率(％) ＝ 避難困難者数 ÷ 避難対象者数 ×100

避難困難者率

 

凡 例 

■ 避難可能地域

■ 避難困難地域
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第５  津波避難ビルの指定                         

市では、以下の条件を満たした津波避難対象地域内の避難可能な建物を「津波

避難ビル」として指定する。 

 

・ 原則、鉄筋コンクリート（RC）造または鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）造 

・ 耐震性を有している 

・ 基準水位に相当する高さ（T.P.基準の高さ）より高い避難スペース

（階層や屋上等）を有する 

・ 避難スペースまでの階段等の経路を有する 

・ 海岸に直接面していない 

・ 市と協定の締結等により、避難ビルとしての利用の承諾を得ている 

 

津波避難ビル等の収容可能人数の算定は、次のとおり｡ 

 

【津波避難ビルの収容可能人数の算定式】 

収容可能人数 = 避難可能面積(m2) ÷ １m2/人 

 

【津波避難タワーの収容可能人数の算定式】 

収容可能人数 = 避難可能面積(m2) ÷ 0.5m2/人 

 

※特に収容可能人数等を定める箇所については、この限りではない。 

 

表２-10 に津波避難ビル一覧を示す。なお、津波避難ビルの位置は、「阿南市津

波防災マップ（平成 26 年３月作成・配布）」を参照のこと。 

 

「基準水位」とは、津波浸水想定に定める水深にかかる水位に、建築物等に衝

突する津波の水位の上昇（せき上げ効果）を考慮して必要と認められる値を加えて

定める水位をいいます。津波の流れが速い程、せき上げ効果は大きくなります。 

また、津波避難ビル等は、この基準水位(m，いわゆる水深)にかかる水位

（T.P.+m，標高基準）より高い階層や屋上を有している建物等で、名称の一部とし

ても避難可能な階層を記しています。 

基準水位と津波避難ビル等の安全な高さ 
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表２-10（1/9） 津波避難ビル一覧 （那賀川地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

平井昭則氏宅納屋２階 4.50 6.01 53

杉野幸一氏宅２階 4.59 6.25 112

島田英幸氏宅 ２階以上 4.54 5.60 183

杉野康行氏宅 ２階以上 4.64 4.88 96

アベニールシライト ２階以上 4.11 5.53 72

市営黒地団地１ （２階以上） 4.13 6.62 34

市営黒地団地２ （２階以上） 4.12 6.77 22

市営黒地団地６ （２階以上） 4.11 6.64 33

市営黒地団地７ （２階以上） 4.07 6.63 22

市営黒地団地８ （２階以上） 4.11 6.64 33

今津小学校 ２階以上 3.98 7.20 1,812 市指定

黒地文化センター２階 3.93 6.78 99 市指定

市営黒地団地３ （２階以上） 3.98 6.76 23

市営黒地団地４ （２階以上） 3.95 6.75 23

市営黒地団地５ （２階以上） 3.92 6.76 22

マリーロ今津浦 ２階以上 3.91 4.80 13

那賀川公民館２階 3.97 6.70 300 市指定

ヴィゴラス弐番館 ２階以上 4.07 6.20 104

特別養護老人ホーム
健祥会バイエルン ２階以上

4.25 6.60 777

那賀川中学校 ２階以上 4.16 6.65 2,110 市指定

那賀川スポーツセンター２階 4.30 6.64 580 市指定

平島小学校 ２階以上 4.20 6.56 1,412 市指定

那賀川公民館平島分館２階 4.21 6.77 203 市指定

１号棟 ２階以上 4.23 6.80 115

２号棟 ２階以上 4.19 6.63 96

３号棟 ２階以上 4.20 6.63 127

（株）レーザーシステム
徳島事業所 屋上

4.25
5.44（2F）

11.56（屋上）
484 市指定

グランドメゾンエッチェル ２階以上 4.20 5.80 80

市営中島団地１ （２階以上） 4.24 6.25 123

市営中島団地２ （２階以上） 4.27 6.24 92

天文館 ２階以上 4.27 7.24 381

体験館 ２階以上 4.30 6.41 1,040

コスタベルテ恵比須 ２階以上 5.29 6.07 37

市指定
科学センター
体験館・天文館 ２階以上

基準
水位高

市営黒地団地３～５
 （２階以上）

市営中島団地 全棟 ２階以上

市営赤池団地 全棟
 ２階以上

市営黒地団地１、２、６～８
 （２階以上）

収容可能
人数
（人）

備考具体的な場所津波避難ビル 名称
避難可能

スペース高
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表２-10（2/9） 津波避難ビル一覧 （羽ノ浦地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

羽ノ浦整形外科内科病院
 ２階以上

3.66 7.64 312

勤労女性センター
 ２階以上

3.71 7.32 520 市指定

羽ノ浦春日野団地県営住宅１（２階以上） 3.73 6.16 93

羽ノ浦春日野団地県営住宅２（２階以上） 3.75 6.22 93

羽ノ浦春日野団地県営住宅３（２階以上） 3.76 6.26 117

羽ノ浦春日野団地県営住宅４（２階以上） 3.72 6.26 209

羽ノ浦春日野団地県営住宅５（２階以上） 3.74 6.16 240

羽ノ浦春日野団地県営住宅６（２階以上） 3.75 6.31 272

羽ノ浦春日野団地県営住宅７（２階以上） 3.72 6.31 290

羽ノ浦春日野団地県営住宅８（２階以上） 3.73 6.21 242

羽ノ浦春日野団地県営住宅９（２階以上） 3.72 6.19 242

羽ノ浦春日野団地県営住宅２７（２階以上） 3.69 6.28 86

羽ノ浦春日野団地県営住宅２８（２階以上） 3.74 6.27 86

羽ノ浦春日野団地県営住宅２９（２階以上） 3.71 6.56 38

羽ノ浦春日野団地県営住宅３０（２階以上） 3.74 6.49 37

羽ノ浦春日野団地県営住宅３１（２階以上） 3.72 6.45 37

羽ノ浦春日野団地県営住宅５０（２階以上） 3.72 6.49 79

羽ノ浦春日野団地県営住宅５１（２階以上） 3.72 6.51 79

羽ノ浦春日野団地県営住宅５２（２階以上） 3.72 6.54 86

羽ノ浦春日野団地県営住宅５３（２階以上） 3.71 6.59 79

羽ノ浦春日野団地県営住宅５４（２階以上） 3.72 6.62 79

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

備考

羽ノ浦春日野団地県営住宅
 全棟（２階以上）

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高

 

 

表２-10（3/9） 津波避難ビル一覧 （中野島地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

（株）マリンアース ２階以上 3.87 6.64 198

琴江川マンション ２階以上 3.92 7.73 157

北校舎２階以上 3.95 7.94 361

西校舎２階 3.93 7.94 137

南校舎２階 3.94 7.94 166

１号棟 ２階以上 3.83 7.09 54

４号棟 ２階以上 3.84 7.47 54

６号棟 ２階以上 3.80 7.50 54

収容可能
人数
（人）

備考

横見小学校 北校舎
 ２階以上

市営中川原団地１号棟
 ２階以上

市指定

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高
避難可能

スペース高

 

 

表２-10（4/9） 津波避難ビル一覧 （宝田地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

１号棟 ２階以上 3.78 7.33 166

２号棟 ２階以上 3.66 7.33 166

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

備考

市営宝田団地 全棟
 ２階以上

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高
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表２-10（5/9） 津波避難ビル一覧 （富岡地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

ラフォーレ富岡 ２階以上 3.68 6.75 220

阿南琴江寮・富岡保育所 ２階 3.68 6.90 185 市指定

土佐野ビル ２階以上 3.68 6.78 129

徳島県南部総合県民局阿南庁舎
 ３階以上

3.68
7.33（2F）
10.93（3F）

691 市指定

サンセリテ ２階以上 3.71 6.63 304

ドルチェ・ヴィータ オオカワ ２階以上 3.75 6.08 395

ルミエール阿南 ２階以上 3.76 6.06 78

阿南ステーションホテル ２階以上 3.73 7.11 183

阿南社会福祉会館 ２階以上 3.76 6.80 590 市指定

阿南プラザイン ２階以上 3.73 5.22 256

日亜 富岡社宅 ２階以上 3.74 6.8 368

サンハイツＡＯＩ ２階以上 3.87 5.96 55

阿南ひまわり会館 ２階以上 3.78 6.49 1,070 市指定

阿南労働総合庁舎（ハローワーク）
 ２階以上

3.76 7.46 580 市指定

富岡東中・高等学校 ２階以上 3.78 6.32 4,592 市指定

富岡小学校 ２階以上 3.76 6.24 2,536 市指定

富岡幼稚園２階 3.78 6.34 439 市指定

徳島県南部総合県民局
保健福祉環境部阿南庁舎（阿南保健所）
 ３階 休養室・廊下、屋上

3.85
6.78（2F）
10.94（3F）

386 市指定

リッチ・de阿南PARTⅡ ２階以上 3.79 5.75 662

西路見交差点歩道橋 3.82 8.13 207

リッチ・de阿南 ２階以上 4.1 4.69 389

Iビル ２階以上 4.07 4.29 23

コーポ松橋 ２階以上 3.75 6.18 79

八重川コーポ５ （２階以上） 3.78 6.16 24

スカイビュー日開野 ２階以上 3.8 5.83 294

スポーツ総合センター２階 3.77 6.94 1,219 市指定

老人ホーム福寿荘 ２階以上 7.73 12.00 458 市指定

備考
避難可能

スペース高
収容可能

人数
（人）

津波避難ビル 名称
具体的な

場所

基準
水位高
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表２-10（6/9） 津波避難ビル一覧 （見能林地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

第三コーポ松橋 ２階以上 3.80 5.28 53

校舎 ２階以上 4.99 6.60 3,782 市指定、改築中

屋内運動場 ３階以上 5.33
6.60（2F）
10.60（3F）

1,250
市指定、
改築予定

第三眉山マンション ２階以上 4.80 5.36 63

北棟 ２階以上 4.68 5.18 632

南棟 ２階以上 4.70 5.15 632

見能林ハイツ３階 5.38 7.78 6

第二眉山マンションＡ棟
 ２階以上

5.00 5.46 72

シティグレースほうしょう
 ２階以上

4.84 5.06 200

見能林公民館２階 4.99 5.80 308 市指定

見能林小学校 ２階以上 5.01 6.50 1,357 市指定

阿南工業高等専門学校屋上 5.03
5.47（2F）

12.75（屋上）
1,332 市指定

日亜 見能林社宅 ３階以上 5.03 8.00 727

グリーンピア津乃峰 ３階以上 5.48 7.99 150

Ｔ＆Ｓマスダビル３階 6.45 8.86 35

津乃峰小学校３階 6.69 9.03 665 市指定

津乃峰総合センター ３階以上 5.84 6.22 470 市指定、計画中

阿南団地県営住宅１ （３階以上） 5.70 7.68 54

阿南団地県営住宅２ （３階以上） 5.62 7.82 54

阿南団地県営住宅３ （３階以上） 5.57 7.80 72

阿南団地県営住宅４ （３階以上） 5.66 7.82 54

阿南団地県営住宅５ （３階以上） 5.82 7.82 54

阿南団地県営住宅６ （３階以上） 6.20 7.81 54

津乃峰町新浜地区
津波避難タワー

5.99 6.00 70 市指定

阿波製紙（株）
 阿南工場管理棟 屋上

6.47
6.63（2F）

10.36（屋上）
330

収容可能
人数
（人）

備考

阿南団地県営住宅 全棟
 ３階以上

見能林アパート北・南棟
 ２階以上

阿南中学校 校舎 ２階以上
 ・屋内運動場 ３階以上

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高
避難可能

スペース高

 

 

表２-10（7/9） 津波避難ビル一覧 （橘地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

市営橘団地１ （３階以上） 7.84 10.20 48

市営橘団地２ （３階以上） 7.67 10.21 48

市営橘団地３ （３階以上） 7.75 10.00 48

橘こどもセンター２階 7.36 8.84 557 市指定

橘アパート３階 7.24 10.03 20

豊浜マンション
 ３階以上

7.05 8.86 30

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

備考

市営橘団地 全棟
 ３階以上

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高
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表２-10（8/9） 津波避難ビル一覧 （福井地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

特別養護老人ホーム
緑風会ルネッサンス
 ２階以上

8.74 11.70 874

大西地区津波避難タワー 7.33 10.28 140 市指定

四電エンジニアリング（株）
阿南研修所 ２階以上

7.30 7.62 625

福井中学校 ２階以上 7.37 7.46 891 市指定

市営高田団地１ （２階以上） 7.71 9.32 17

市営高田団地２ （２階以上） 7.75 9.33 17

避難可能
スペース高

収容可能
人数
（人）

備考

市営高田団地 全棟
 ２階以上

津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高

 

 

表２-10（9/9） 津波避難ビル一覧 （椿地区） 

（T.P.+m） （T.P.+m）

椿小学校 ２階以上 7.34 10.81 767 市指定

備考津波避難ビル 名称 具体的な場所
基準

水位高
避難可能

スペース高
収容可能

人数
（人）
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第６  特定避難困難地域の抽出                         

特定津波避難困難地域は、「津波防災まちづくりの計画策定にかかる指針（第 1

版）（平成 25 年６月,国土交通省）」に基づき抽出する。 

特定避難困難地域は、先の緊急避難場所に加えて、避難対象地域内の「津波

避難ビル」を避難先に含めてもなお避難困難となる地域を指す。 

 

（１）避難シミュレーションの設定 
避難困難地域を対象に、津波避難ビル等を避難先に追加し、その他のシミュレ

ーション条件は避難困難地域の抽出条件と同様に避難シミュレーションを行った。

なお、「津波避難ビル」は、収容可能人数による制限も考慮する。避難困難地域とさ

れた地域の住民等は、時間的に最短となる最寄りの津波避難ビル等（津波避難ビ

ル及び津波避難タワー）を目指し避難する。 

 

 

図２-６ 特定避難困難地域の抽出イメージ 

 

（２）特定避難困難地域の抽出 
前述の避難シミュレーション条件に基づき、特定避難困難地域を抽出した。 

図２-７に特定避難困難地域を示す。なお、一時避難可能地域は、緊急避難場

所には避難することが困難であっても、津波避難ビルに避難が可能な地域を指す。 
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図２-７（1/11） 特定避難困難地域（那賀川地区） 

 

 

図２-７（2/11） 特定避難困難地域（羽ノ浦地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 
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図２-７（3/11） 特定避難困難地域（中野島地区） 

 

 

図２-７（4/11） 特定避難困難地域（宝田地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 



第２章 津波避難対策の検討 

 49

 

図２-７（5/11） 特定避難困難地域（富岡地区） 

 

 

図２-７（6/11） 特定避難困難地域（見能林地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 
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図２-７（7/11） 特定避難困難地域（橘地区） 

 

 

図２-７（8/11） 特定避難困難地域（福井地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 
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図２-７（9/11） 特定避難困難地域（椿地区） 

 

 

図２-７（10/11） 特定避難困難地域（椿泊地区） 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 
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図２-７（11/11） 特定避難困難地域（伊島地区） 

 

表２-11 に特定避難困難者数の推計結果を示す。 

 

表２-11 特定避難困難者数の推計結果 

居住人口
（夜間人口）

日中に人が集
まる施設に上
乗せした人数

那賀川 11,898 10,421 1,477 4,712 39.6%

羽ノ浦 4,138 3,922 216 3 0.1%

中野島 2,030 1,824 206 664 32.7%

宝田 96 96 0 0 0.0%

富岡 15,942 9,510 6,432 7,160 44.9%

見能林 13,230 10,153 3,077 1,792 13.5%

橘 3,214 2,637 577 234 7.3%

福井 1,080 1,019 61 2 0.1%

椿 456 358 98 3 0.6%

椿泊 577 557 20 0 0.0%

伊島 209 173 36 0 0.0%

合計 52,870 40,670 12,200 14,570 27.6%

※ 特定避難困難者率(％) ＝ 特定避難困難者数 ÷ 避難対象者数 ×100

特定
避難困難者数

（人）

特定
避難困難者率

地区
避難対象者数

（人）

 

凡 例 

■ 避難可能地域 

■ 一時避難可能地域 

■ 特定避難困難地域 
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第３章 初動対応 

 

第１  勤務時間外の職員の参集 

 

（1）職員の参集判断 

勤務時間外に大津波警報・津波警報や津波注意報が発表された場合、あるいは

地震に伴う強い揺れが観測された場合、職員は自主的に情報収集を行い、参集基

準に基づく自己判断により該当した職員は参集する体制とする。 

市外滞在や参集経路の被災等により参集できない場合は、速やかに所属課に連

絡する。 

 

（２）職員の参集及び配備基準 

表３-１に示す参集及び配備基準に基づき参集該当職員と判断した場合、職員

は自身の安全確保を確認し、速やかに参集する。 

 

勤務時間外の参集場所 

原則 

◎ 所属課に参集 

◎ あらかじめ指定された支部従事者については、各支部に参集 

大規模地震発生時（震度６弱以上）の場合 

◎ 最寄りの支所・住民センターに参集 

◎ 最寄りの支所・住民センターのない地域の職員は本庁に参集。ただし、

あらかじめ指定された支部従事者については、各支部に参集。 

※ 参集当初に、各支部で情報収集を行い、周辺地域の被害状況など

を災害対策本部へ報告 

※ 状況把握ができた段階で、本部長の指示により本来の参集場所に

移動 

津波のおそれがある場合 

参集場所が浸水想定区域にある場合は、津波のおそれがなくなるまで浸水

区域外で身の安全を確保し、情報収集・状況確認・本部との連絡等により参集

場所等を決定する。 
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表３-１ 参集及び配備基準 

災害対策 

警戒本部体制 
災害対策本部体制 

種別 

災害対策 

連絡本部 

体制 第一配備体制 第二配備体制 第三配備体制 

地震 

 

市内で震度４、震

度５弱の揺れが観

測された時 

市内で震度５強以上の

揺れが観測された時（自

動設置）、あるいはその

他の状況により本部長が

設置の必要を認める時 

市内に重大な災害が発

生し、市全体で対処が必

要と本部長が認める時

（市内で震度６弱以上の

揺れが観測された場合

は第三配備体制とする） 

津波 

徳 島 県 に 津

波 注 意 報 が

発表された時 

徳島県に津波警報

が発表された時 

徳島県に大津波警報が

発表された時、あるいは

津波警報が発表され重

大な被害が予想される時

津波により重大な被害が

発生し、緊急の対応が必

要であると本部長が認め

る時 

二次 

災害 

 市内で、地震・津

波による火災が複

数箇所で発生した

時 

市内で地震・津波による

火災が複数箇所で発生

し、被害が拡大する恐れ

がある時 

火災が拡大し、重大な被

害が発生し、市全体で対

処が必要と本部長が認

める時 

 

詳細な判断については「阿南市 職員防災初動マニュアル」に基づくこととし、参

集行動をとる。 

 

 

第２  配備体制 

大津波警報・津波警報や津波注意報が発表された場合、その発表内容に応じて速

やかに体制をとる。なお、配備体制は、「阿南市地域防災計画 地震・津波災害対策

編 第３章 第２節 職員の動員配備計画」に基づく。 
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第３  津波情報等の伝達 

 

（１） 伝達の対象者 

住民及び海岸付近滞在者（観光客、釣り客、漁業関係者、港湾関係者等）とす

る。 

（２） 伝達の内容とタイミング（基準）、手段 

津波に関する情報で、特に住民に伝達すべき内容は、職員が防災行政無線（同

報系）、サイレン、広報車等、メールを用いて伝達を行う。それぞれの伝達内容及び

伝達のタイミング（基準）については、表３-２のとおりとする。 

 

表３-２（1/2） 津波に関する情報の伝達系統及び伝達方法 

伝達内容 伝達のタイミング（基準）・手段 

大津波警報（発表） 

津波警報（発表） 

津波注意報（発表） 

【タイミング（基準）】 

・地震発生直後 

【手段】 

・J-ALERT による防災行政無線（同報系）の自動放送 

・消防職員によるサイレン 

・防災担当職員による防災行政無線（同報系）の手動放送 

・防災担当・消防職員による広報車・消防車での放送 

・メールでの通知 

避難勧告・指示（発令） 

・大津波警報・津波警報

の発表状況 

・津波襲来の危険 

・津波到達予想地域 

・津波到達予想時間 

・実施すべき行動等 

【タイミング（基準）】 

・気象業務法の規定により大津波警報・津波警報の通達を受け

たとき 

・報道機関の放送等により大津波警報・津波警報の発表を認識

したとき 

・強い揺れを感じたとき又は弱い地震であっても長い時間ゆっく

りとした揺れを感じた場合で、かつ必要があると求めたとき 

・気象業務法施行令第８条の規定により自ら災害に関する警報

をしたとき 

【手段】 

・防災行政無線（同報系）の手動放送 

・広報車・消防車での放送 

・メールでの通知 
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表３-２（2/2） 津波に関する情報の伝達系統及び伝達方法 

伝達内容 伝達のタイミング（基準）・手段 

津波情報 

津波予報 

【タイミング（基準）】 

・気象庁等からの情報を受領したとき 

【手段】 

・防災行政無線（同報系）の手動放送 

・広報車・消防車での放送 

・メールでの通知 

大津波警報（解除） 

津波警報（解除） 

津波注意報（解除） 

【タイミング（基準）】 

・気象庁からの情報を受領したとき 

【手段】 

・消防職員によるサイレン 

・防災担当職員による防災行政無線（同報系）の手動放送 

・防災担当・消防職員による広報車・消防車での放送 

・メールでの通知 

避難勧告・指示（解除） 【タイミング（基準）】 

・大津波警報・津波警報が解除され、かつ住民の安全が確認さ

れたとき 

【手段】 

・防災行政無線（同報系）の手動放送 

・広報車・消防車での放送 

・メールでの通知 
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（３） J-ALERT による自動放送内容 

全国瞬時警報システム（J-ALERT）による津波予報（大津波警報・津波警報・津

波注意報）の発表に伴う自動放送は表３-３のとおり。 

 

表３-３ J-ALERT による自動放送内容 

情報の 

種類 
放送条件 報知音 放送内容 

大津波警報 

（発表） 

消防サイレン１ 

（３秒吹鳴－２秒休止×３回） 

「（消防サイレン１）大津波警報が

発表されました。海岸付近の方

は高台に避難してください。（３

回繰り返し）」 こちらは、防災阿

南市役所です。 

津波警報 

（発表） 

消防サイレン２ 

（５秒吹鳴－６秒休止×２回） 

「（消防サイレン２）津波警報が発

表されました。海岸付近の方は

高台に避難してください。（３回

繰り返し）」 こちらは、防災阿南

市役所です。 

 

 

 

 

 

津 

波 

予 

報 

津波注意報 

（発表） 

消防サイレン３ 

（10 秒吹鳴－２秒休止×２回）

「（消防サイレン３）津波注意報が

発表されました。海岸付近の方

は注意してください。（３回繰り返

し）」 こちらは、防災阿南市役

所です。 
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第４  防災事務に従事する者の安全の確保等  

避難広報や避難誘導、水門・陸閘等操作を行う職員、消防団員、民生委員などの

安全確保については、従事する者の安全確保を最優先することとする。 

また、「津波に対する水門・陸閘等の操作指針(平成 25 年３月 29 日,徳島県県土整

備部)」等を参考に、具体的な安全確保について検討を行う。 
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第４章 平常時の津波防災教育・啓発 

 

第１  津波防災教育・啓発の手段 

次の手段方法等を組み合わせながら、教育・啓発を推進する。 

（１）マスメディア 

テレビ、ラジオ、新聞等 

（２）印刷物・ＤＶＤ 

津波防災マップ、パンフレット、広報誌、ＤＶＤ等 

（３）インターネット 

ホームページ、Web 地図（電子国土 Web システム等）、ＳＮＳ等 

（４）津波啓発施設 

徳島県立防災センター、南部防災館 

（５）モニュメント等 

地震・津波碑、海抜表示、津波高表示等 

（６）学習、体験 

防災訓練、ワークショップ、図上訓練、防災タウンウォッチング等 

 

第２  津波防災教育・啓発の内容 

次の内容等を組み合わせながら、教育・啓発を推進する。 

（１）過去の津波被害記録 

古文書、伝承、津波災害被災者の体験談等 

（２）津波の発生メカニズム 

津波発生メカニズム、津波の高さ、影響開始時間、継続時間等の基礎知識 

（３）防災（ハザード）マップ 

津波浸水想定区域、避難対象地域、緊急避難場所等 

（４）津波避難計画の内容 

津波情報等の伝達、避難指示・勧告、緊急避難場所等、避難路等 

（５）日頃の備えの重要性 

訓練参加、居場所ごとの緊急避難場所等の確認、家庭内での安否確認方法の

確認、建物の耐震化、家具の固定 

（６）津波警報等 

大津波警報、津波警報、津波注意報、津波情報の内容ととるべき対応、留意事項

等 
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第３  津波防災教育・啓発の場及び人材の育成 

家庭、学校、地域社会（自主防災組織等）、事業所、市職員、施設管理者（病院、

観光施設、不特定かつ多数の者が出入りする施設、危険物を取り扱う防災上重要な

施設）において防災教育・啓発を実施する。 

また、地域社会等において、津波防災教育・啓発の核となる人材を養成する。 

 

(1)市民及び職員に対する地震・津波教育 

市民と市職員を対象として、地震・津波に関する講習会を適宜実施する。 

また、市民向けの講習会では、地域での活動を円滑にする観点から、自主防災

組織の協力を得て実施する。 

・地震及び津波に関する一般的知識 

・南海トラフ沿いで発生すると予想される巨大地震及び津波に関する知識 

・地震が発生した場合における出火防止、近隣の人々と協力して行う救助活動、初

期消火及び自動車運行の自粛等防災上とるべき行動に関する知識 

・正確な情報入手の方法 

・防災関係機関が講ずる災害応急対策等の内容 

・各地域における津波危険予想地域、がけ地崩壊危険地域等に関する知識 

・各地域における避難場所及び避難路に関する知識 

・避難生活に関する知識 

・平素住民が実施しうる応急手当、生活必需品の備蓄、家具の固定、出火防止、ブ

ロック塀の倒壊防止等の対策の内容 

・住居の耐震診断と必要な耐震改修の内容 

 

(2)学校における地震・津波教育 

学校においては、児童、生徒の発達段階、地域の実態等に応じ、教育活動全体

を通して、地震、津波等に対する科学的知識の習得、自主防災思想のかん養、災

害予防措置及び避難の方法の習得のため必要な教育を実施する。 

(ｱ)教職員の防災意識の高揚と指導力の向上 

防災に関する各種研修を充実させるとともに、学校における防災体制や防災

教育のあり方に関する防災関係指導資料の活用等により、教職員の防災意識の

高揚と指導力の向上を図る。 

(ｲ)防災教育の充実 

・地震、津波時における危険を認識し、日常的な備えを行うとともに、状況に応じ

て的確な判断の下に、自らの安全を確保するための行動ができるようにする。 

・地震、津波発生のメカニズムについての基礎的・基本的事項を理解できるように
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する。 

・地震、津波発生時及び事後に、自分の安全確保を行うとともに、進んで他の

人々や集団、地域の安全に役立つことができるようにする。 

(ｳ)避難訓練等の実施 

大規模地震や津波を想定した避難訓練を実施し、災害に備えるとともに、実施

に当たっては、家庭や地域の関係機関と連携した訓練や専門家の協力を得て避

難行動を評価してもらうなど避難訓練方法の工夫を行う。 

(3)各関係機関における防災教育 

災害時における適正な判断力を養い、各機関における防災活動の円滑な実施を

期するため、次により防災教育の徹底を図る。 

(ｱ)教育の内容 

・南海トラフ沿いで発生すると予想される巨大地震及び津波に関する知識 

・地震・津波に関する一般的な知識 

・地震が発生した場合に具体的にとるべき行動に関する知識 

・職員等が果たすべき役割（職員の動員体制と任務分担） 

・地震防災対策として現在講じられている対策に関する知識 

・今後地震、津波対策として取り組む必要のある課題 

(ｲ)教育の方法 

・講習会、研修会等の実施 

・防災活動の手引等印刷物の配付 

・見学、現地調査等の実施 

(4)防災上重要な施設における教育 

病院、スーパーマーケットなどの不特定かつ多数の者が出入りする施設、危険物

を取り扱う施設等防災上重要な施設の管理者は、防災機関と協力して、防災訓練、

安全講習会等を通じて、職員の防災意識の高揚を図り、避難、出火防止、初期消

火等災害時における的確な行動力を養い、自主防災体制の整備を図る。 

(5)自動車運転者に対する教育 

交通安全教育等の機会を捉えて、地震発生時の適切な措置や日頃の心得、対

策について、周知徹底を図る。 
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第５章 避難訓練 

 

第１  訓練の実施体制（参加者等）                        

地域、学校、消防、消防団、漁業関係者、観光施設の管理者等の参画を得た地域ぐるみの

実施体制を確立する。 

住民、観光客、海水浴客、漁業・港湾関係者等の幅広い参加を促すとともに、災害時要援護

者等の避難誘導等の実戦的な訓練が可能となるように参加者を検討する。 

 

第２  訓練の内容                                

（１）市総合防災訓練 

市民の防災意識の高揚、及び地域の防災（減災）対策向上と防災関係機関相互の連携強

化を目的とし、県・隣接市町との連携を図りながら、関係機関や市民、あるいはその他団体等

の協力を得て、市内小学校校区単位を基本として、各地域特有の災害危険因子を想定した

総合防災訓練を行う。 

訓練は、１回／年を目安とし、津波避難対象地域を含む地域で実施する場合は、訓練内容

に津波避難訓練や、津波警報・注意報等の情報伝達訓練、津波防災施設操作訓練等も含め

る。 

（２）個別防災訓練 

先に記した総合防災訓練とは別に、医療関係機関（救命・救急医療含む）及び保育所（園）

他学校施設・社会福祉施設管理者等との協力の下、避難訓練を含む訓練を実施する。避難

訓練を実施する際は、震災時要援護者にも配慮した避難訓練とする。 

 

（阿南市地域防災計画 地震・津波災害対策編 第２章 第２節 訓練計画（p.64～66） 参照） 
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第６章 その他の留意点 

 

第１  観光客、海水浴客、釣り客の避難対策                    

（１）看板・誘導標識の設置 

緊急避難場所・避難路等を示す統一的な記号等によるわかりやすい案内板や津波標識・

海抜表示等の設置に努める。 

（２）津波啓発、避難訓練の実施 

観光地や海水浴客等外来者の多い場所では、駅・宿泊施設・行楽地にも浸水や避難に関

する表示の設置等による周知に努める。 

観光施設等の管理者へは、防災訓練、講習会等を行うことにより、防災意識の高揚を図る

とともに、避難時における的確な避難誘導訓練を行う。 

 

第２  災害時要援護者の避難対策                         

情報伝達手段、避難行動の援助、施設管理者等の避難対策等に留意して、地域と一体とな

って具体的な避難支援計画（避難支援プラン）の確立に努める。 

 

（１）社会福祉施設等対策 

社会福祉施設等の管理者は、施設職員等が地震・津波に関する防災への基礎的知識や

震災時の応急活動等への理解・関心を高めるための防災教育を実施するとともに、適確な避

難活動が行えるよう、防災訓練を実施するものとする。 

特に、避難行動要支援者が利用している施設にあっては、職員が手薄となる夜間時（冬

場）の訓練や地域特性を考慮した訓練を計画・実施する。 

（２）在宅者対策 

本市は、避難行動要支援者を含む震災時要援護者とその関係者に対し、震災時にすみや

かな対応が図られ、救える命を救うという共助・公助体制を推進させるため、地域の防災訓練

への積極的参加を呼びかけるなど、防災知識の普及・啓発に努める。 

震災時要援護者への対策 

震災時要援護者に対する支援が適切に行われるよう、事前に支援体制を確立し、情報

の伝達や安否確認、避難所における支援などが実施できるようにしておく。 

避難行動要支援者への対策 

避難行動要支援者の名簿作成・更新と被災時の速やかな運用が図られるシステム構

築・情報共有者管理を、個人情報保護法クリア後に実施する。 

 

詳しくは、阿南市地域防災計画 地震・津波災害対策編 第２章 第 17 節 要援護者対策計

画（p.121～123）を参照のこと。 
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